





















































































（５） a. *Surprisingly, he ate wild mushrooms, didn’t he?










話者を主語とする主節 I think, I guess, I’m (not) sureがモダリティ表現である
としている。
（６） a. I think you like roast goose, {*don’t I?/don’t you}?
 b. I imagine he is dating my wife, {*don’t I?/isn’t he}?
 c. I guess that he likes foreign beers, {*don’t I?/doesn’t he?}
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（９） a. 太郎は ［IP 来 ｛る／た｝］ だろう。
 b.  ｛花子が ［V行か］ なければならない／
  *［IP花子が行く］ なければならない｝
すると、［e］ と ［ro］ は、「なければならない」のように IP内に生起して、
動詞の語幹末を指定する終助詞ということになる。つまり、IPより上位の
位置に通常生起する助詞が、ここでは IP内の要素だと仮定されることにな








　では、［e］ ／ ［ro］ のカテゴリは何なのか。平叙文末には通常、実現され
た事態を表す ［+時制］ 素性を持った時制辞 ［I ru/ta］ がくる（例：食べる、
食べた）一方、未だ実現されていない事態を表す命令文末には通常、未実






が ［+平叙］ 素性を持つとそれは ［+時制］ 素性を持つ Iを選択し、Forceが 
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［I ＋命令、－時制］ が形態的に命令の ［e］ ／ ［ro］ となる。そして（１０）、
（１１）に見られるように、 ［e］ は子音動詞とだけ結合し、［ro］ は母音動詞
とだけ結合する。つまり、音韻的には、子音で終わる動詞には母音の ［e］ 
形が添加され、母音で終わる動詞には頭子音を持つ ［ro］ が添加される。５ 






このように、 ［e］ ／ ［ro］ を助詞ではなく命題内の時制辞と仮定すること
で、動詞との結合に関してより自然な説明を与えることができる。また、
平叙文と命令文との対照性から、［e］ ／ ［ro］ が長谷川（2011）の仮定する
Finではないことも明らかである。
　なお、（１０d）に関して、サ行変格動詞が ［su］ ではなく ［se］ となって
いるのは、添加する接辞によって動詞内の母音が異なることによる。添加










［e］ と ［ro］ が動詞との結びつきが強い接辞であることが支持される。
　このように、命令表現として命令の時制辞 ［e］ ／ ［ro］ が命題内に表出す
る文は、その ［e］ ／ ［ro］ に話し手の心的態度を表すモダリティが認識され
る。それは例えば（８a-b）では、何ら有形のモーダル形態素が後接せずと
も、動詞と結合する接辞 ［e］ ／ ［ro］ には ［Force＋命令］ から継承されるモ
ダリティがあるからである。同様のことが、前節で議論した中右（1980）の
主節動詞が表すモダリティの問題や、寺村（1984）の指摘する想起の「タ」
が係わる時制の問題にも適用できる。つまり、 ［Force＋平叙］ に、例えば 
［+想起］ 素性が添加され、それが時制辞に継承されるとその時制辞がモダ
リティ表現となると言える。
　以上、従来、終助詞／間投助詞と分類されてきた命令文末の ［e］ ／ ［ro］ 
は、分離CP構造を用いた分析により時制辞という接辞であることが明ら
かとなった。また、［e］ ／ ［ro］ の使用は、前接する動詞の種類ではなく、
動詞の末尾の音形によるとする、より自然な説明が可能となった。更に、
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聞き手に向かって強制的に歩かそうとするものである。また、（１３b）は 
「動詞 + て」 に、聞き手に何らかの動作をすることを請い求めた話し手の主
観（よって、モダリティ）を含む補助動詞「ください」を後続させた命令
表現とみなすことができる。あるいは、「ください」は「くれる」の尊敬









（１５） a. うまく飛んでください！　　（［tob+te  ton+de］）
 b. この本を読んでください！　（［yom+te  yon+de］）
 c. 死んでください！　（［sin+te  sin+de］）

























 a. 書き込む  *そうし込む （A類）
 b. 呼び始める  そうし始める （B類）
（１８） 受身化：
 a. *書かれ込む （A類）
 b. 呼ばれ始める （B類）
（１９） 尊敬化：
 a. *お書きになり込む （A類）






　影山は、同様の分析を「V1 + て + V2」の一見、複合動詞に見える述部に
も適用し、考察している。（１６a-c）の「ている／てしまう／てみる」な
どは、影山のいうB類の動詞である。例えば、（１６a）は「そうしている












































るので、（２１a-b）の ［お+ V］ の連鎖は決定詞句DP（以降、このDPは便
宜上、名詞句と呼ぶことにする）を構成すると仮定してみよう。
（２３） a.　お勉強　（名詞）　　 （［+N, －V］）
 b.　お見事／お美しい　（形容動詞／形容詞） （［+N, +V）
 c.　*お見る　（動詞）　　 （［－N, +V］）




 b.  *丁寧に 説明ください！
この事実から、基底では（２１a-b）はそれと同義の（２５a-b）のように、
Suzuki (1989) を受け入れて、［お+ V］ が「になる」（後置詞+動詞）を伴っ
た形をしているとする。そして、音韻部門で（２６）に示すように、その
「になる」が接辞「て」と共に削除されたと考える。
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（２５） a. さっさと ［お歩き］ になって（ください）！


















































（３２） a. 「なさい／な」（補助動詞）：VP ____
 b. 「なさい」（本動詞）：NP ____
いずれの場合も、２.１、２.２で議論したように、Forceから ［+命令］ 素性
を継承した Iが後接することから、モダリティ表現とみなされる。











（３３）の構造は次のようになる。［Force +命令］ は、未実現の ［Fin－時制］ 











命令文末の Fin／ I Fin／ I が選択する句の主要部






























































（３８） a. ［ForceP ［IP ［AuxP ［V 行ku］ ［Aux な］］ ［I Ø］］ ［Force ＋ 命令］］
 b. ［ForceP ［AuxP ［FinP ［IP ［V 行k］ ［I (r)u］］］ ［Aux な］］ ［Force ＋ 命令］］
否定の「な」は、（３８a）では ［Force + 命令］ に選択された IP内で動詞と結







（３９） a. ［IP あの人が ［V 行か］ ない］。










（４０） a. 明日行くことができます。　（/ik+ru/  ［ik+u］）
 b. 朝早く起きることはいいことです。　（［oki+ru］）
この ［(r)u］ は現在を表さない、非時制の辞であると分析できる。（４０a） 
では、［k］ と ［r］ の子音が重なるので、後接する子音は削除されている
（Tujimura 1996）。同様に、（３７）の「行くな」の ［u］ も非時制の辞である












































［ku］ の発音ではなく、［ko］ の発音となっている。この「来」の、（４４）と 
（４５b）とでの発音の異なりは、否定の「ない」が付く場合と並行する。
そのことは、次の例で示されている。
（４６） a. ［FinP来（く）ること］ ないよ。








ずれの場合であっても、この「な」は、 ［Force ＋命令］ からFinに、あるい
はFinを経由して Iに継承するモダリティのため、モダリティ表現として認































という言い方は矛盾するかもしれないが）例文における ［I ru/ta/i］ には、 
［－時制］ の他に ［+切迫性］ という素性を持つと仮定することで説明が可
能となる。別な言い方をすると、未実現の接辞 ［ru/ta/i］ が現れる場合は、
その文のForceは ［+平叙］ 素性ではなく、［＋命令、+切迫性］ 素性を持つ
ということである。もし本稿の提案が受け入れられないとすると、（４７）、



























５ （10c, d）の命令の ［e］ は、（i）で示す動詞末の母音を伸ばす音とは異なる。
　　（i） a. 早く食べー！（［tabee］）




  b. 早く起きー！（［okii］）／*早く起きえ！
  c. 早くしー！（［sii］）／*早くしえ！
（iia）は子音動詞の例で、（iib-c）は母音動詞の上一段活用とサ行変格活用の動詞
の例である。また、（iib-c）は、命令の ［e］ が添加できないことも示している。
６ なお、サ行変格活用動詞の語幹の母音が ［e］ となる音変化については、否定辞 







  b. 仕事しろよ！
  c. たくさん本を読めよ！
しかし、命令の接辞「よ」と終助詞の「よ」との連鎖は許されない。
　　（ii） a. *早く食べよよ！
  b. *早く起きよよ！





   太郎が ［VP PRO ご飯を食べ］ そびれる。
  b. V’タイプ：
   子供が ［V’ 手紙を出し］ 忘れる。
 （例文 （ib） は影山（1993: 159）からの引用）
両者の違いは、補文内の目的語が直接受身ができるかどうかである。
　　（ii） a. *ご飯は太郎に食べそびれられる。
  b. 手紙は子供に出し忘れられる。
V2が補部内部に言及しない（つまり、θ役割を付与しない）（iia）は受身化が不
可能である一方、V2がθ役割を付与する（iib）は受身化が可能である。
　なお、「V1  + て + V2」がVPタイプに分類されるということは、補文内の目的
語が主文主語となる直接受身ができないということである。
　　（iii） a. 課長はドイツ製の万年筆を愛用している 
   　　　*ドイツ製の万年筆が課長に愛用していられる
  b. 桜の木を切ってしまった  *桜の木が切ってしまわれた
 （間接受身「桜の木が切ってしまわれた」なら適格）
  c. 冷蔵庫の中をのぞいてみた  *冷蔵庫の中がのぞいてみられた









　　（i） a. *さっさと お仕事ください！
  b. *きちっと お掃除ください！
　　（ii） a. 丁寧に ご説明ください！
  b.  ゆっくりと ご進入ください！
これには、漢語系熟語に後接するサ行変格活用動詞「する」の省略の可否が関わ
ると考えられる。
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　　（i’） a. さっさと お仕事してください！
  b. きちっと お掃除してください！
　　（ii’） a. 丁寧に ご説明してください！
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